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FAO 世界食料需給見通し 

国連食糧農業機関（FAO）は 6 月 8 日、世界の農産物の需給見通し『Food Outlook』を

発表しました。このうち、小麦、粗粒穀物、コメ、油糧種子については次の通りとなってい

ます。穀物全体としては、予想される生産レベルを需要がわずかに下回ることから、2017/18

年度の需給状況は良好で、世界の在庫も記録的な水準となっています。油糧種子についても、

安定した傾向と見通されています。 

 
・小麦 

2017 年の世界の小麦生産は昨年の記録的な水準からは減少するものの、繰越し在庫が豊

富にあることから、2017/18 年度は十分な供給があるものとみられます。2017 年の小麦生

産は 7 億 4,300 万トンと見込まれ、記録的な水準だった 2016 年を 2.2％下回る程度とみら

れます。これは、北米、ロシア、オーストラリアでの減産予想によるものですが、EU と北

アフリカでの生産回復が、さらなる減少に歯止めをかけています。 

小麦の減産と粗粒穀物の供給量増加が要因となって小麦の飼料利用が減り、2017/18 年度

の世界の小麦利用全体は減少すると見込まれます。このような 2017/18 年度の需給見通し

から、2018 年度末の世界の小麦在庫はすでに高水準となっている期首よりも 4％（1,000 万

トン）増加し、過去最高となる 2 億 5,700 万トンに達すると予想されています。 

 
・粗粒穀物 

2017 年の世界の粗粒穀物生産は 13 億 4,800 万トンと、過去最高水準に近く、昨年のピ

ーク時に並ぶ水準になるものと予想されます。これは南米および南部アフリカでトウモロ

コシ生産が回復するとの予想に基づくものです。 

 2017/18 年度の粗粒穀物利用は 2016/17 年度を 0.8％（1,100 万トン）上回り、過去最高

となる 13 億 5,000 万トンに達すると予想されます。粗粒穀物の飼料向け利用は 1.5％の増

加が見込まれますが、これは中国での 2％増と、EU および南米での増加によるものです。 

 
・コメ 

 重要な北半球のコメ生産国では、2017 年の作期が始まったばかりですが、現時点での世

界のコメ生産見通しは 2016 年を上回り、5 億 260 万トンに達すると予想されます。アジア

と西アフリカで、コメセクターへの政府支援に大きな後退がなければ、さらなる生産拡大に

つながるものと予想されます。これに、南米とオーストラリアでの回復が加われば、米国、

エジプト、EU における価格に起因する減産や、東・南アフリカにおける天候による減産を

十分に補うとみられます。 

 2017/18 年度の世界のコメ生産は利用と同じペースで増加し、その結果、世界のコメ在庫

は期首に近い水準を保つと見込まれます。コメの主要輸出国タイでは、政府の在庫調整の取

り組みにより、在庫減少に向かっていますが、コメ輸入国、特に中国（本土）での在庫積み

増しによって全体の在庫は維持されるとみられます。 
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・油糧種子 

2016/17 年度（10 月／9 月）の油糧種子および油糧作物製品の需給は、緩和方向に向かっ

ています。単位面積当たりの収量がきわめて大きかったことから、2016/17 年度の世界の油

糧種子生産は過去最高水準になるとみられます。増加の大部分は、大豆の主要生産国での良

好な生育状況が生産を押し上げたことによるものです。 

2017 年 10 月に始まる 2017/18 年度の暫定予想では、この在庫増に加えて、世界の油糧

種子生産が前シーズンと同水準になると予想しており、油脂の需給バランスはさらに緩和

し、油かす市場も引き続き十分な供給があるため、価格も今後数ヵ月は現在の比較的低いレ

ベルで安定するものと予想されています。 

 

米国農務省による農産物需給見通し 

米国農務省（USDA）も、6 月 9 日に世界の農産物需給見通しを発表しました。このうち、

小麦、粗粒穀物、コメ、油糧作物の見通しは次の通りです。 

 
・小麦 

2017/18 年度の米国の小麦生産はわずかに増加し、380 万ブッシェル（小麦の場合 1 ブッ

シェル＝27.2kg）増の 18 億 2,400 万トンに達すると予想されます。 

世界の小麦供給は 280 万トンの増加が見込まれますが、これは主にロシアで予想される

生産増（200 万トン増の 6,900 万トン）によるものです。トルコでも、今春の作物状況が改

善したことから生産増が見込まれ、50 万トン増の 1,800 万トンに達すると予想されます。

インドの小麦生産は 100 万トン減少し 9,600 万トンになると見込まれますが、それでも記

録的な水準で、2016/17 年度を 900 万トン上回っています。EU の小麦生産は、ドイツで若

干の減産が見込まれることから、全体としてやや減少し 1 億 5,080 万トンになるとみられ

ますが、それでも昨年の水準を 4％上回っています。 

 
・粗粒穀物 

 2017/18 年度の米国のトウモコロシ生産は、今のところ昨年と変わらず、140 億 6,500 万

ブッシェル（トウモコロシの場合 1 ブッシェル＝25.4kg）と見込まれます。USDA は 6 月

30 日に、新たな調査により、トウモロコシの作付面積と収穫予想面積を発表する予定です。

これにより、生産見通しが修正される可能性があります。5 月の作付面積は前年より減を示

しており、また、5 月末の中西部の湿潤な気候により、トウモロコシから大豆への作付け変

換も予想され、相当の作付け減が見込まれます。 

また EU では、フランスとドイツでの作付面積が予想を下回ったことから、全体としての

トウモロコシ生産は減少が予想されます。カナダでは、オンタリオ州およびケベック州で 5

月の気候が湿潤だったことから、トウモロコシの作付けが遅れ単収が減少し、生産も減少す

ると見込まれます。他方ブラジルでは、5 月に中西部での降雨量が多かったことから単収予

想が引き上げられました。南部アフリカのトウモロコシ生産も、政府による最新の推定では、

増加しております。 
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・コメ

米国の作付面積は、今春の作付け時期における中南部およびカリフォルニア州での天候

不順にもかかわらず、260 万エーカーを維持しています。 

世界のコメ供給は、2016/17 年度および 2017/18 年度とも増加が見込まれています。最も

変化が大きいのはインドで、2016/17 年度に 150 万トン増の 1 億 800 万トンに達すると見

込まれています。一部地域では、減産もありますが、世界のコメ生産は過去 2 番目に高い水

準になるとみられます。

・油糧種子

2017/18 年度の世界の油糧種子に関する見通しは、生産・在庫ともに増加することを示し

ています。2016/17 年度は、ブラジルとアルゼンチンでの大豆の生産増があり、世界の大豆

生産は 330 万トン増の 3 億 5,130 万トンに達するとみられます。ブラジルの大豆生産は、

直近の収穫地での好天による収量増を反映して、240 万トン増の 1 億 1,400 万トンになる

と予想されます。2016/17 年度の生産増により、2017/18 年度の期首在庫は 310 万トン増加

して 9,320 万トンになると予想されます。さらに、米国内の大豆の作付け増が見込まれ、

2017/18 年度の生産が増加するものと予想され、最近の市場価格の低下を招いています。 
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